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者を対象としていた。たしかに，明治 9（1876）年 7月から明治 10（1877）年 6月までの各紙の毎
247葡萄酒と薬用葡萄酒の両義的な関係　― 明治期におけるワインの受容と変容 ―（福田）
日の発行部数は，『朝野新聞』と『読売新聞』が約 1万 5千部，『東京日日新聞』（現在の『毎日新聞』）
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された年から明治 30（1897）年 12月 31日までの総数は『読売』が 829件，『朝日』が 974件であ
る 23。それらを各年別に集計したのが表 1だ 24。
あきらかに明治 20（1887）年以降，葡萄・葡萄酒関連文章が増加していることがわかる。たと
えば，『読売』の場合，明治 23（1894）年は紙面に 93回，葡萄・葡萄酒に関連した文章が登場し
ており，これは一か月あたりほぼ 8回，つまり 4日に 1回は葡萄や葡萄酒という言葉を目にしてい














西暦 明治 読売件数 朝日件数 西暦 明治 読売件数 朝日件数
1874  7  0 ― 1887 20  39  41
1875  8  8 ― 1888 21  69  38
1876  9 19 ― 1889 22  46  33
1877 10 13 ― 1890 23  93  40
1878 11  9 ― 1891 24  47  80
1879 12 11  8 1892 25  44  68
1880 13 10  6 1893 26  61 117
1881 14 22  4 1894 27  42  97
1882 15 18 17 1895 28  89  91
1883 16 16  4 1896 29  58 137
1884 17 11  3 1897 30  65 139
1885 18 27 23 合計 829※1 974※2










総数は『読売』で 595件，『朝日』で 826件である。明治 20（1887）年以降，葡萄や葡萄酒に関
連する広告が増え，つねに年間 20件を越えている。初期には葡萄栽培法に関する著作や葡萄樹販
売の広告もあるが，広告のほとんどは葡萄酒，つまり商品としてのワインの広告である。最大値は
『読売』では，明治 23（1890）年の 78件で，読者はほぼ 5日に 1回以上，広告を目にしたことになる。
さらに，『朝日』では，明治 29（1896）年と 30（1897）年の両年に 122回に達し，3日に 1回以上，
ワインの広告が読者の目にふれたことになる。






西暦 明治 読売件数 朝日件数 西暦 明治 読売件数 朝日件数
1874  7  0 ― 1887 20 27  33
1875  8  5 ― 1888 21 60  30
1876  9  3 ― 1889 22 32  32
1877 10  4 ― 1890 23 78  36
1878 11  3 ― 1891 24 40  67
1879 12  6  0 1892 25 33  65
1880 13  5  0 1893 26 46 102
1881 14 16  0 1894 27 34  91
1882 15 16 11 1895 28 41  80
1883 16 12  1 1896 29 51 122
1884 17  4  1 1897 30 59 122
1885 18 16 11 合計 595※1 826※2
1886 19  4  22 ※ 1　読売計 23年間
※ 2　朝日計 19年間



































1874  7  0  0 ― 1887 20 12 12   8
1875  8  3  3 ― 1888 21  9  9   8
1876  9 16 16 ― 1889 22 14 14   1
1877 10  9  9 ― 1890 23 15 13   4
1878 11  6  5 ― 1891 24  7  7  13
1879 12  5  2  8 1892 25 11  9   3
1880 13  5  2  6 1893 26  15 15  15
1881 14  6  6  4 1894 27   8  8   6
1882 15  2  2  6 1895 28  48  8  11
1883 16  4  2  3 1896 29   7  6  15
1884 17  7  7  2 1897 30   6  6  17
1885 18 11 10 12 合計 231 176 148























『読売』紙上初のワイン広告となる明治 11（1878）年 4月 26日の広告は，広告主が明治 4年よ
り製法に努力し，独自の手法を開発して作ったとされる複数の果実水（いまのジュース）や果実酒，
果実漬やジャムを宣伝しているが，「葡萄酒」は「リキユル製」（リキュール）に分類されている。
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の広告であり（4月 8日），そのあとアメリカの農業書の編訳である葡萄栽培に関する著作の広告













































































































































と り あ わ せ
リアージュである。しかし，いかにも日本的なマ
と り あ わ せ
リアージュだ。
天皇が贈るのがワインなら，天皇に献上するのもワインである。
























































































この記事にみちびかれるように，同じ明治 18（1885）年 8月 11日の『読売』には，「健全滋養」
















































































































表 4からわかるように 36，『読売』では明治 18（1885）年から明治 30（1897）年までの 13年で
84件，1年に 6回余のペースだ。読者は 2か月に 1回は香竄葡萄酒の広告を目にしていることにな





回）だけだが，それらの広告は明治 20（1887）年と 21（1888）年の 2年に集中している。輸入葡
萄酒だから輸入した量を売りさばいて，その後，新たに輸入をしなかったのだろう。これに対して，
近藤と伊部の広告は継続的に掲載されている。



















































読売 0 2 4 13 7 11 10 8 7 10 7 84
朝日 3 10 5 12 11 19 32 34 31 29 34 220
地球印薬用葡萄酒 
伊部商店
読売 0 0 3 19 1 0 5 6 9 10 6 59
朝日 0 1 2 5 4 3 13 12 19 23 0 82
花蝶印薬用香竄葡萄酒 
大倉商店　のち倉島商店
読売 0 0 0 0 0 0 8 0 2 0 0 10
朝日 0 0 0 0 4 8 22 2 8 16 9 69
薬用葡萄酒サンラヘール 
ワーゲン商会
読売 5 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35
朝日 3 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12
甲斐産葡萄酒 
宮崎光太郎
読売 0 0 0 0 0 4 6 3 0 0 0 13
朝日 0 0 0 0 0 0 2 6 12 23 26 69
花菱葡萄酒 
桂二郎
読売 0 7 6 3 1 0 0 0 0 0 0 17
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こうした例は明治期の新聞には枚挙にいとまがない。記事で取りあげられた葡萄酒の広告が同じ
日付けの紙面に載ることさえしばしばあった。たとえば，機那葡萄酒と並ぶ，薬用葡萄酒の雄，ペ























































宮崎の広告数は明治 30（1897）年までで『読売』で 13回，『朝日』で 69回にのぼる。薬用でな
い葡萄酒では札幌にあった開拓使の醸造所を払下げで引きついだ桂二郎の「花菱葡萄酒」の広告が









ためだった。現在の AOC法が整備されたのは，さらに 30年後の 1935年である 42。
当時，本場のフランスでも偽造ワインが溢れていて，日本の新聞にも，フランスのワイン事情に
関する記事や日本でフランスの偽造ワインをつかまされた商社の記事が掲載されている。































































































































































































































さらに本来カウントされないはずの記事 3件（葡萄牙を葡萄と分類），遺漏のあった記事 4件と広告 5件を補足した。
「聞蔵Ⅱ ビジュアル」「ヨミダス歴史館」のこうしたミスは「見出し」が手入力のためだと思われる。
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	26	『朝日』ではそうした記事はすでに除外されている。注 23参照。
	27	 麻井宇介，前掲書，3–19頁，181–201頁。上野晴朗，前掲書，23–34頁。一般には「明治三，四年ごろ」といわれている。
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